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Just Do It !Just Do It !
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救助工作車 (Ⅲ型） 中消防署　高度救助隊
市内で発生する多種多様な災害に対応するとともに、緊急消防援助隊登録車両として
「令和6年能登半島地震」に派遣されました。
ハイルーフによる広いキャビン内や各種資機材を効率的に積載できる収納スペースにより、
迅速な人命救助活動を行います。

車名：日野
通称：救助工作車（Ⅲ型）
シャーシ型：2KG－GX2ABA
全長：7.99m
全幅：2.35m
全高：3.25m
ホイルベース：4000mm
配備年月日：平成31年２月４日

安全で安心して暮らせるまちをめざして
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―　旭消防署　大野司令、國澤司令補が受賞！！　―
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利
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
震
災
時
の
同
時
多
発
火

災
や
、
大
規
模
炎
上
火
災
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ス
延
長
の
際
、
歩
道
橋
、
地
下
鉄
の

出
入
口
及
び
地
下
街
等
を
利
用
し
て
、
幹
線
道
路
を

横
断
す
る
た
め
の
情
報
を
事
前
に
地
図
上
に
書
き
込

み
、
火
災
防
御
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

【
警
防
作
戦
図
】

　
歴
代
の
震
災
実
務
担
当
者
が
10
年
後
、
20
年
後
の

北
消
防
署
署
員
の
た
め
に
作
成
し
た
警
防
作
戦
図
が

事
務
所
に
常
設
し
て
あ
り
、
震
災
時
だ
け
で
は
な
く
、

平
常
時
も
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
同
様
に
直
接
情
報
を
書

き
込
む
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
災
害
や
イ
ン
フ
ラ
情

報
な
ど
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
効
果
的
な
活
動
方
針
の
決
定
が
で
き

ま
す
。

【
遠
距
離
大
量
送
水
シ
ス
テ
ム
の
活
用
の
前
に
】　

　　
水
道
管
の
耐
震
工
事
は
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
や
今
年
の
能
登
半
島
地
震
で

も
あ
っ
た
よ
う
に
、
大
地
震
が
発
生
す
れ
ば
、
多
く

の
消
火
栓
が
使
用
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
北
消
防
署
で
は
遠
距
離
大
量
送
水
シ
ス

テ
ム
を
活
用
す
る
前
に
、
水
源
を
貯
水
槽
や
河
川
と

し
て
、
可
搬
式
ポ
ン
プ
を
２
台
以
上
直
列
に
繋
い
で

　【
大
阪
府
統
合
機
動
部
隊
】

　　
北
消
防
署
の
北 

B
R
11
は
、
緊
急
消

防
援
助
隊
の
大
阪
府
統
合
機
動
部
隊
に

選
定
、
編
成
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
初
め
の
能
登
半
島
地
震
を
契
機

に
北
消
防
署
で
は
不
定
期
で
す
が
、
発

災
都
道
府
県
を
指
定
し
た
震
災
想
定
を

付
与
し
、
出
場
に
該
当
す
れ
ば
、
出
場
計
画
の
時
間

か
ら
逆
算
し
、
20
分
以
内
で
資
器
材
等
を
車
両
に
積

載
す
る
な
ど
の
出
場
準
備
の
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

       

　
北
消
防
署
の
「
震
災
対
策
消
防
活
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
」は
、現
署
員
は
も
ち
ろ
ん
、

10
年
後
、
20
年
後
の
署
員
の
た
め
に
本

質
的
な
課
題
を
取
り
上
げ
て
改
正
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
阪
市
消
防
局
で
最
も
多
い

署
員
数
が
北
消
防
署
の
強
み
で
す
。
こ

の
強
み
で
あ
る
署
員
数
を
活
か
す
た
め

に
、
震
災
対
策
訓
練
等
を
通
じ
て
さ
ら
な
る
質
の
向

上
を
図
る
べ
く
人
材
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

緊急消防援助隊今後について

0
0m

00MH
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0
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S
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北
区
は
大
阪
の
玄
関
口
に
位
置
し
、

北
は
淀
川
、
東
は
大
川
、
南
は
土
佐
堀

川
と
３
方
面
を
河
川
に
囲
ま
れ
て
い
ま

す
。
近
い
将
来
発
生
が
予
想
さ
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
す
れ
ば
、

約
半
分
の
区
域
が
津
波
に
よ
り
浸
水
す

る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

　
ま
た
、
上
町
断
層
帯
地
震
等
の
直
下
型
地
震
が
発

生
す
れ
ば
、
予
想
さ
れ
る
最
大
震
度
は
７
。
建
物
倒

壊
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
道
路
の
路
面
陥
没
、
高
架

鉄
道
等
の
橋
脚
倒
壊
に
加
え
、
地
震
発
生
１
時
間
で

５
件
以
上
の
炎
上
火
災
が
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
北
消
防
署
の

震
災
対
策
消
防
計
画
と
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
大
隊
本
部
レ
イ
ア
ウ
ト
図
】

　　
地
震
発
生
時
が
休
日
・
夜
間
で
あ
っ
て

も
最
小
人
数
で
即
時
に
北
大
隊
本
部
を

運
営
で
き
る
よ
う
に
、
ア
イ
ラ
ン
ド
方
式

を
採
用
し
、
参
集
者
に
も
わ
か
り
や
す

い
シ
ン

プ
ル
な
レ
イ
ア
ウ

ト
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
北
大
隊

本
部
の
消
防
活
動

班
を
３
つ
（
作
戦

班
・
情
報
班
・
情

報
集
計
班
）
に
分

け
て
、
効
率
よ
く

運
営
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　
近
い
将
来
、
発
生
が
予
想
さ
れ
る
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
上
町
断
層
帯

地
震
。消
防
局
運
営
方
針
に
も
掲
げ
る
「
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
力
の
強
化
」

は
、ま
さ
に「
消
防
局
一
丁
目
一
番
地
」。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
、
各
署

の
震
災
対
策
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

北消防署

北区の人口は約 14 万７千人ですが、昼間人口はその３倍に膨れ上がり
約 42 万人になります。区の中心部にあるＪＲ大阪駅周辺は、ＪＲ、阪急、
阪神の各私鉄、地下鉄の乗り入れる大きなターミナルがあり、超高層ビ
ルも建ち並ぶビジネス街です。また、百貨店、ホテル、飲食店、複合
商業施設などが集まり、西日本最大級の地下街と合わせて大規模な商
業エリアとなっています。
一方で少し足を延ばせば、長屋や町家が密集する昔ながらの下町風景
もあります。

震
災
実
務
担
当
者

消
防
司
令
補

　安
藤

　真
二
郎

消
防
司
令
補

　岸
田

　大
祐

北消防署
震災対策解説

【
情
報
伝
達
ル
ー
ト
及
び
情
報
伝
達
用
紙
】

　
災
害
情
報
の
入
口
と
出
口
を
し
っ
か
り
と
決
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
災
害
情
報
を
北
大
隊
本
部
で
共
有

し
分
析
し
て
活
動
方
針
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
災
害
情
報
の
伝
達
は
原
則
、
情
報
伝
達
用

紙
で
行
い
、
確
実
に
伝
達
し
ま
す
。

北大隊本部
運営

tc
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